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4. ウサギ勝脱玉!Zi母筋切片の張力lζ対する iso-

proterenolの作用

鳥大泌、尿器科宮川徒男

isoproterenolによる務統平治筋の弛緩は invivo 

や invitro whole bladder studyでみると弱く，

muscle strip studyでは強いことが判明しているが，

その主主自については不明のままである.

このj誌に注目し，ウサギのJl1jHYe王手im筋を用い mus-
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cle strip studyで isoproterenolの作用を検討し

た.結果として， isoproterenolの作用は切片の安定

住により小きく影?汗され，不安定型切J¥ゐでは強く，災

定型切片では弱いことが判明した.勝i比の{本部と主主部

で本列jの dose-response，time-course，伸展の影終

も調べたが，部位による大きな主査はみられなかった.

以上より，本米， I跨t氏{こ対する isoproterenolの

作用:ま invivo， in vitro whole bladder studyお

よび musclestrip study の't!.定I\~切片でみられる

ように弱し、ものであるが， muscle strip studyでは

切片が不安定問になり易く，このため強い弛設の給民

となると舵測された.


